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研究成果の概要（和文）：本研究では、司法における責任能力の判定に関わる認知機能を検討するために、自ら
の行動の結果を予測する順モデルに焦点を当てた。順モデルは、行為主体感に寄与するとともに、行動結果に対
する感覚の減衰に関与すると考えられる。しかし、行為主体感と異なり、主観的な感覚体験を遡及的に評定する
場合、行動結果の予測が感覚減衰に影響することを支持しなかった。一方で、自己の行動よって生じた他者の顔
表情について、顔の知覚に関連する事象関連電位N170の振幅が減衰した。このことから、順モデルは社会的結果
の予測にも寄与することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：To examine the cognitive functions relevant to the judgment of 
responsibility in the legal system, the present study focused on the forward model, which predicts 
the outcomes of one's own actions. The forward model is thought to contribute to the sense of agency
 and to be involved in the attenuation of sensory experience caused by one's actions. However, 
unlike the sense of agency, retrospective evaluation of subjective sensory experiences did not 
support that the prediction of the behavioral outcome affects sensory attenuation. On the other 
hand, the amplitude of event-related potential N170, which is related to face perception, was 
attenuated for facial expressions of others caused by one's own actions. Hence, the findings suggest
 that the sequential model also contributes to the prediction of social outcomes.

研究分野： 社会生理心理学

キーワード： 自己　感覚減衰　行為主体性　顔表情　事象関連電位
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研究成果の学術的意義や社会的意義
運動制御の内部モデルにおける順モデルは自らの運動の感覚結果を予測する機能が想定され、その予測と実際の
結果の不一致は行為主体感の違和感と行動の修正制御につながるとされる。これに対し、本研究は、順モデルの
予測の範囲が社会的結果にまで及ぶことを示唆した。この点は、社会環境で行動制御に困難を示す個人の認知メ
カニズムを理解するうえで重要な観点を提供する。また、司法において責任能力がないと判断された触法精神障
害者の多数を占める統合失調症は、順モデルに障害があるとみなされている。そのため、順モデルによる社会的
結果の予測を反映する指標を示した点は、責任能力の判定に関する指標としての発展が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
わが国の刑法によれば、重大な他害行為による事件が起きたとしても、被告人が心神喪失（ま

たは心身耗弱）の状態であったと裁判所が認めるならば、責任を負わせず罰しない（または減刑
する）。いわゆる責任能力について、わが国の裁判所と鑑定医が着目する心理的要件は「理非善
悪を弁識する能力」と「その弁識に従って行動を制御する能力」であるとされている（岡田, 2013）。
責任能力を適切に判断するために、これらに関わる認知機能を客観的に示すことは重要である。 
触法精神障害者における精神障害の種類は多様だが、その中でも統合失調症の割合が圧倒的

に多い。そのため、責任能力の判断に関わる認知機能について、統合失調症の症状の中核とみな
される「順モデル」に注目することもできる。順モデルは、運動制御の内部モデルにおいて、自
分の行動に関する感覚結果の予測を形成すると考えられる。運動するときに、脳から筋肉に運動
の司令が送られ、それと同時に遠心性コピーが作成され、順モデルは遠心性コピーにもとづいて
運動の結果として生じる感覚を予測する（Wolpert & Miall, 1996）。その予測と実際の感覚入力
が一致すれば、運動が自己に帰属され、違和感のない運動主体感をもたらす。順モデルによる運
動結果の予測が不安定の場合、実際の感覚結果を自己に帰属させることができず、運動の自己制
御の困難や、外部から操作された印象につながり得る。 
順モデルの機能を捉えるための指標として、運動主体感（または行為主体感）が挙げられる。

行為主体感とは、事象を引き起こしたのは自分であるという感覚の体験や認知のことである。こ
れまでに、行為結果の内容、確率、タイミングなどの予測可能性によって調整されることが明ら
かになっており（浅井・丹野, 2007; Sato & Yasuda, 2005）、行為主体感は順モデルの機能を強
く反映することが示唆されている。ただし、自分の行動の結果の印象を主観的報告によって測定
する場合、遡及的な原因帰属過程が含まれる懸念がある。それに対して、結果に対する感覚減衰
（sensory suppression）は、順モデルの予測処理の客観的指標になる可能性がある。実際に、
外部生成の感覚刺激よりも、自己生成の感覚刺激の方が感覚の大きさの主観報告が小さいこと
を示した研究がある（Reznik et al., 2005）。ただし、主観報告による感覚減衰が順モデルの機
能を反映するのか、すなわち、自分の行動結果の予測可能性によって影響を受けるかどうかにつ
いては検討が不十分である。 
その一方で、感覚減衰に関わる情報処理を捉えるためによく用いられる指標は脳波の事象関

連電位である。これまでの研究では、自分の行動の結果として提示された視聴覚情報に対して、
感覚情報の入力を反映する N1 の振幅が減衰することや、統合失調症患者は、自己生成音に対す
る N1 振幅の減衰が認められないことが報告されている（Oestreich et al., 2016; Waszak et 
al., 2012）。したがって、N1 を含む初期情報処理を反映する事象関連電位は、順モデルの機能
の影響を受けやすい脳活動とみなすことができると考えられる。 
順モデルの予測処理は、自分の行動によって生成された単純な感覚刺激を扱い、それに対する

主観的感覚体験の低下や、初期情報処理を反映する事象関連電位の振幅低下によって支持され
てきた。しかし、順モデルが行動の社会的影響（他者に不快感を与えるなど）についての予測を
形成するかどうかは明らかではない。自分の行動と他者の反応の関係は、運動制御の内部モデル
で想定されるような同一個体での運動と感覚結果という直接的な関係ではなく、また、素早く自
動的な連動性があるとは限らない。そのため、順モデルが、他者という自分とは別の意志をもつ
個体の反応を予測するとは言い切れず、それを明らかにするための検討が必要である。 
 
２．研究の目的 
研究の背景をふまえ、本研究では責任能力の判定にかかわる可能性がある認知機能として順

モデルの「自らの行動の影響を予測する機能」に焦点を当て、それを反映する現象として感覚減
衰に注目した。そして、順モデルが自らの行動の社会的影響を予測するか否かを明らかにするた
めに、以下の点を検討することを目的とした。 
 
(1) 行動の後の感覚刺激の時間的予測によって感覚体験が低下するか 
感覚減衰については順モデルとの関連が不明瞭である。そのため、行為主体感に関する実験パ

ラダイムを応用し、自分の行動に随伴する感覚刺激に対する感覚体験の主観報告が、感覚刺激の
予測可能性によって影響されるかどうかを明らかにする。 
 
(2) 社会的意思決定に伴う他者の顔表情に関する初期情報処理が低下するか 
責任能力の判断において理非善悪の弁識という認知機能が注目されることを考慮すると、社

会的場面における行動の結果に関する順モデルの予測を検討することは重要である。その一方
で、自分の行動によって生じた社会的事象については検討が不十分である。そのため、自分の行
動による他者の顔表情の変化に対する事象関連電位について検討する。特に、初期情報処理を反
映する事象関連電位について検討し、感覚減衰のような振幅の低下が生じるかどうかを明らか
にし、順モデルによる予測の関与について示唆を得る。 
 



３．研究の方法 
(1) 行動の後の感覚刺激の時間的予測によって感覚体験が低下するか 
ボタンを押した後に純音（500Hz）が呈示され、その純音について判断を求める課題を実施し

た。課題は 2 種類のブロックで構成された。1つは、ボタン押しの後の純音に対する行為主体感
の判断を求め、もう一つは、純音が呈示されてから予測できないタイミング（500ms から 1000ms
で変動）で再び同じ純音が呈示され、音量について判断を求めた。これらの判断について純音の
時間的な予測の影響を検討するため、ボタンを押してから純音が呈示されるまでの時間間隔を
0ms から 300ms まで 30ms 単位で操作した。また、課題前に、ボタン押しの直後（0ms）に純音が
呈示されることを学習する条件と、遅延して（200ms）呈示されることを学習する条件のいずれ
かを実施し、純音のタイミングのキャリブレーションを参加者間で操作した。 
 
(2) 社会的意思決定に伴う他者の顔表情に関する初期情報処理が低下するか 
企業の人事担当者を担う場面を想定して人物を解雇するかどうかを判断する課題を実施した。

自己関連条件では、の顔画像の呈示後、顔の印象のみで解雇するかしないかを判断し、解雇であ
れば対象の人物の顔が悲しみの表情に変化し、非解雇であれば喜びの表情に変化した。自己非関
連条件では、同様に顔画像が呈示された後に性別を判断し、その判断によらず悲しみもしくは喜
びの顔表情に 50%の確率で変化した。このときの顔表情に対する事象関連電位を解析した。 
 
４．研究成果 
(1) 行動の後の感覚刺激の時間的予測によって感覚体験が低下するか 
自己主体判断率（図 1左）は、直後学習の場合は音の呈示の遅延によらず一定であった。一方、

遅延学習の場合は、音の呈示が 0ms で自己主体判断率が最も低く、遅延すると増加した。このこ
とから、行為主体感が結果が生じる時間の予測に影響されることが示唆された。 
音量判断（図 1右）は、直後学習と遅延学習のいずれにおいても、ボタン押し語の音の呈示が

遅延するほど、その後に呈示される 2 回目の音の方が大きいと判断する傾向が見られた。また、
全体的に遅延学習よりも直後学習の方が 2回目の音が大きいと判断した。したがって、2つの音
を遡及的に比較する方法では、順モデルの予測の感覚減衰に対する影響は支持されなかった。 
 

  
図 1 ボタン押し後の音に対する主体判断（左）と音量判断（右） 

 
(2) 社会的意思決定に伴う他者の顔表情に関する初期情報処理が低下するか 
自らの行動が他者の顔表情を変化させる場合と、自らの行動に関係なく他者の顔表情が変化

する場合について、顔表情に対する事象関連電位を比較した。特に顔の知覚に関連する N170 に
ついて分析すると、喜びの表情については、自分の判断との関連の有無による違いは見られなか
った。しかし、悲しみの表情については、自分の判断と関連する場合の方が、無関係の場合より
も N170 の振幅が小さかった。したがって、自分の行動が社会的事象を引き起こした際には、特
定の初期情報処理に関する脳活動が減衰することが示唆され、順モデルが自己の行動の社会的
影響を予測することを支持した。 
 

  
図 2 悲しみと喜びの表情に対する事象関連電位 N170 の波形（左）と平均振幅（右） 
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